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ぼくは、家族から注意されたり、しかられたりすることがあると、意地をはっていまい、「ごめ

んなさい」を言わないまま、どくれて（ふてくされて）ねてしまうことがあります。起きて部屋か

ら出ると、家族が、「おはよう」とあいさつをしてくれます。ぼくは、とまどいながらもしぜんと

つられて、「おはよう」と答えます。

そのながれで、注意されたことのはんせい点を伝えてあやまって、家族と仲直りをします。家族

があいさつをしてくれるおかげで、ぼくもずっとモヤモヤした気持ちにならずに、新たな一日をス

タートすることができます。

あいさつは、人と会ったときや会話を始めるときだけに使うのではなくて、仲直りのきっかけに

もなる、すてきなパワーワードだと思いました。

すてきなパワーワードで、思い出したことがあります。ぼくのおばあちゃんは犬のさんぽ中に、

学生さんや外国の人、いろんな人たちから、

「こんにちは。今日も、暑いですね。」

と声をかけられます。おばあちゃんからあいさつすることも多いので、ぼくが、

「おばあちゃんのお友だちなの？」と聞くと、

「あいさつしていたら、いつの間にか仲良くなってたんよ。」

とうれしそうに教えてくれました。

ぼくは、おばあちゃんが知らない人なのに、人見知りもせずにあいさつすることにおどろきまし

た。しかも、お友だちになってしまうおばあちゃんも、あいさつもすてきだと思いました。

“今日も一日よろしくね”の「おはよう」、“また次も、元気なすがたで会おうね”の「さような

ら」、“あなたのおかげでとても助かったよ”の「ありがとう」、“いやな気持ちにさせてしまって悪

いと思っているよ”の「ごめんなさい」。

おばあちゃんのおかげで、今までなにげなく言っていたあいさつに、人と人をつなぐすてきなパ

ワーがあるのだと知りました。そして、ひとことのあいさつの中に、いろいろな意味がかくれてい

ると思いました。

ぼくも朝、学校で友だちと、「おはよう」とあいさつをします。これには、「今日、何して遊

ぶ？」の気持ちが入っています。ほかにも、友だちがかぜで休んだ、次の日の朝の「おはよう」に

は、「だいじょうぶ？元気になってよかったね」の気持ちが入っています。

気持ちをこめて、ひとこと伝えるだけで、相手と仲良くなれたり、相手のことを思いやることが

できたりするあいさつを、ぼくもすなおに、自分からそっ先して言える人になりたいと思います。


